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（1）多様な教育課題に対応したカリキュラムモデルの開発 

学校教育に対応が求められている多様な教育課題の趣旨やねらいに着目すると、共通

性や関連性があることが分かります。例えば、消費者教育、シティズンシップ教育、法

教育の趣旨やねらいを挙げると次のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こうした教育課題については、下線部の箇所のように、よりよい社会の形成者として

の公民的資質の基礎を培うという視点から、主権者として自立しながら個人としての権

利や義務を行使し、社会に参画するために必要な資質や能力を育成するといった共通性

や関連性があります。また、扱う指導内容も、社会的自立、国民の権利や義務、市民生

活、消費生活、社会生活のきまり、というように共通性や関連性があるため、一つのま

とまりをもったものとして捉えることができると考えました。 

そこで、各教育課題における「児童・生徒に育てたい資質・能力」と「指導内容」の

共通性や関連性の視点から分析・整理して、総合的な学習の時間のカリキュラムモ

デル－「カリキュラム市民」、「カリキュラム国際」、「カリキュラム環境」－を開発しま

した。 

また、本章で示す各カリキュラムモデルの年間指導計画例にあるように、多様な教育

課題について、〈主題〉を設定して【学校必修】として各教科等で、【学校選択】として

総合的な学習の時間で扱い、実践することで、次のような利点があると考えました。 

 

 

 

 

 

   総合的な学習の時間のカリキュラムモデルの基本的な考え⽅  １ 

教育課題 出 典 趣旨やねらい 

消費者教育 消費者教育の推進

に関する法律 

（平成 24 年８月） 

消費者の自立を支援するために行われる消費生活に関す

る教育(消費者が主体的に消費者市民社会の形成に参画す

ることの重要性について理解及び関心を深めるための教育

を含む)及びこれに準ずる啓発活動 

シティズン

シップ教育 

経済産業省 

「シティズンシップ

教育と経済社会での

人々の活躍について

の研究会 報告書」 

（平成18年３月） 

多様な価値観や文化で構成される社会において、個人が

自己を守り、自己実現を図るとともに、よりよい社会の実

現に寄与するという目的のために、社会の意思決定や運営

の過程において、個人としての権利と義務を行使し、多様

な関係者と積極的に関わろうとする資質を養う教育 

法教育 法務省 

「法教育研究会報告

書－我が国における

法教育の普及・発展

を目指して－」 

（平成 16 年 11 月） 

法律の専門家ではない一般の人々が対象であること、法

律の条文や制度を覚える知識型の教育ではなく、法やルー

ルの背景にある価値観や司法制度の機能、意義を考える思

考型の教育であること、社会に参加することの重要性を意

識付ける社会参加型の教育 

【焦点化】…〈主題〉に基づいて、多様な教育課題を各教科等の指導の中で行うこ

とで、どの教科等でどのような教育課題を扱っているのかについて明

確になり、指導の焦点化を図ることができる。 

【特色化】…「カリキュラム市民」、「カリキュラム国際」、「カリキュラム環境」の

それぞれのねらいを参考に、各学校が、地域の特色や児童・生徒の実

態に合った総合的な学習の時間のカリキュラムモデルを選択すること

で、教育課程の編成・実施の特色化を図ることができる。 
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【教育課題の主なねらい】 

 
キャリア教育 

児童・⽣徒の⼀⼈⼀⼈の社会的・職業的⾃⽴に向け、必要な能⼒や態度を育成し、それら
の育成を通じた勤労観・職業観の形成・確⽴ 
シティズンシップ教育 

社会の⼀員として⾃⽴し、権利と義務の⾏使により、社会に積極的に関わろうとする態度
の育成 
主権者教育 
 主権者としての⾃覚と社会参画の⼒の育成 
法教育 

「法の担い⼿」として、法や司法制度、これらの基礎となっている価値を理解し、法的な
ものの考え⽅の育成 
消費者教育 

⾃らの消費⽣活の安定・向上を⽬指し、持続可能な社会の形成に参加できる能⼒の育成 
⾦融教育（⾦銭教育） 

健全な⾦銭感覚に加えて⾦融に関する基本的な知識及び適切な考え⽅を⾝に付け、⽇常⽣
活において主体的に判断し⾏動できる国⺠の育成 
租税教育 

納税者として社会や国の在り⽅を主体的に考える国⺠の育成 
福祉教育 

他の⼈と協⼒しながら、積極的に全⼈類の福祉社会の構築に寄与する態度の育成 
住教育 

住⽣活や住環境をより豊かにつくりあげる、賢い居住者（消費者）の育成    
                                      等 

◆「カリキュラム市⺠」

【カリキュラムのねらい】 

〇市民・消費者の権利と役割について理解し、市民としての消費行動やキャリア形成が

できる能力を育成する。 

〇主権者として権利の享受や責任・義務の履行、公的な事柄への関心や関与をもち、

社会参加に必要な知識・技能、態度を育成する。 

〇自分の行動と社会経済との関連を意識し、よりよい社会の実現に寄与しようとする態

度を育成する。 
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【教育課題の主なねらい】

国際教育 
国際社会に⽣きる⽇本⼈としての⾃覚の育成 

⽇本の伝統・⽂化理解教育 
国際社会に⽣きる⽇本⼈としての⾃覚と誇り及び多様な⽂化を尊重できる資質・態度の育成

領⼟に関する教育 

 等 

◆「カリキュラム国際」 

【カリキュラムのねらい】 

〇異文化と共生できる資質・能力を育成する。 

〇自己を確立する能力を育成する。 

○コミュニケーション能力を育成する。

【カリキュラムのねらい】 

〇環境保全に対する関心・意欲・態度を育成する。   

〇持続可能な社会を築くために必要な知識・理解を深める。 

〇自然環境を育み、これを維持管理することの重要性に関わる知識・理解を深める。

〇環境に働き掛ける実践力を育成する。 

◆「カリキュラム環境」 
【教育課題の主なねらい】

環境教育 
環境に対する課題意識をもち、その保全に貢献できる国⺠の育成 

持続可能な開発のための教育（ESD） 
持続可能な社会づくりの担い⼿を育む教育 

森林環境教育 
森林と⼈が共⽣する社会の実現に向けた資質や能⼒の育成 

再⽣可能エネルギー教育 
再⽣可能エネルギーへの関⼼を⾼め、その活⽤に貢献できる国⺠の育成 

海洋教育 
海洋環境の保全を図りつつ国際的な理解に⽴った平和的かつ持続可能な海洋の開発

と利⽤を可能にする知識、技能、思考⼒、判断⼒、表現⼒を有する⼈材の育成 
  等 

主権国家確立に向けての国民の意識の醸成 
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ねらい 
〇異文化と共生できる資質・能

力を育成する。 
〇自己を確立する能力を育成する。
〇コミュニケーション能力を育成

する。 

なお、次のような教育課題については、必要に応じてそれぞれのカリキュラムモデルの

中で、単元の指導内容と関連させて扱うことにしました。 

児童・生徒に育てたい 

資質・ 能力 

題材とする 

主な教育課題 

自主・ 
自律 

人間 
関係 

社会 
参画 

未来の 
創造 

キャリア教育 ○ ○ ○ 

シティズンシップ教育 ○ ○ ○ ○ 

主権者教育 ○ ○ ○ 

法教育 ○ ○ 

租税教育 ○ ○ ○ 

福祉教育 ○ ○ ○ 

消費者教育 ○ ○ ○ ○ 

金融教育（金銭教育） ○ ○ 

住教育 ○ ○ ○ 

国際教育 ○ ○ ○

日本の伝統・文化理解教育  ○ ○ 

領土に関する教育 ○ ○ ○ 

環境教育 ○ ○ ○ ○ 

持続可能な開発の

ための教育（ESD） 
○ ○ ○ ○ 

森林環境教育 ○ ○ ○ 

再生可能エネルギー教育 ○ ○ ○ 

海洋教育 ○  ○ ○ 

ねらい 
〇市民・消費者の権利と役割に

ついて理解し、市民としての
消費行動やキャリア形成がで
きる能力を育成する。 

〇主権者として権利の享受や責
任・義務の履行、公的な事柄
への関心や関与をもち、社会
参加に必要な知識・技能、態
度を育成する。 

〇自分の行動と社会経済との関
連を意識し、よりよい社会の実
現に寄与しようとする態度を
育成する。 

カリキュラム市民

カリキュラム国際

カリキュラム環境
ねらい 

〇環境保全に対する関心・意
欲・態度を育成する。  

〇持続可能な社会を築くために
必要な知識・理解を深める。

〇自然環境を育み、これを維持
管理することの重要性に関わ
る知識・理解を深める。 

〇環境に働き掛ける実践力を育
成する。

※  上記の表にある○印は、その教育課題で重点

となる児童・生徒に「育てたい資質・能力」の例

を示している。

なお、単元の指導内容によっては、重点とな

る児童・生徒に「育てたい資質・能力」が変わる

こともあり得る。

【多様な教育課題を分析・整理した
総合的な学習の時間のカリキュラムモデルの開発】

○安全教育 ○防災教育 ○健康教育 ○食育

○メディアリテラシー教育 ○情報モラル教育 ○ＩＣＴ教育 等
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（2）カリキュラムモデルにおける児童・生徒に「育てたい資質・能力」の設定 

社会的な要請から生まれた多様な教育課題への対応として、児童・生徒に、これから

の社会の中でたくましく生き抜く力の基盤となる資質・能力を育成することが求められ

ています。 

例えば、消費者教育では、「消費者が主体的に消費者市民社会の形成に参加すること

の理解・関心・行動」といった資質・能力を、国際教育では、「地球的視野に立って、

主体的に行動するために必要と考えられる態度・能力」といった資質・能力を育成する

ことが、その趣旨やねらいから確認することができます。 

そこで、総合的な学習の時間のカリキュラムモデル－「カリキュラム市民」、「カリ

キュラム国際」、「カリキュラム環境」－の開発に当たっては、児童・生徒に「育てた

い資質・能力」について、各教育課題の趣旨やねらいと学習指導要領に示された各教科

等の内容との関連を図りながら分析して具体化しました。 

例えば、消費者教育、国際教育の指導では、次のような資質・能力を児童・生徒に育

成することができます。 

教育課題 教育課題の指導で児童・生徒に育成される資質・能力 

消費者教育 

 

・消費をめぐる物や金銭の流れ、消費行動が環境や経済に与える影

響を考える力 

・消費者問題や社会問題に関心をもち、公正・公平な社会の形成に

ついて考える力 

・消費をめぐるトラブルを解決するための法律や制度、相談機関を

知る力 

・購入する物の選択の方法、購入の方法やよりよい契約の方法を考える力

・買い物や貯蓄を計画的に行う態度 

・消費についての情報を収集し、発信する力 

・消費者生活の情報を評価し、選択し、意思決定する力 等 

国際教育 

・主体的に行動するために必要と考えられる態度・能力の基礎 

・国際社会の理解 

・地球的視野に立った見方や考え方 

・主体的に行動できる力 等 

 このように、多様な教育課題それぞれについて、指導の中で児童・生徒に育成される

資質・能力を具体化し、共通性や関連性があるものを整理・統合して、次のような「12

の資質・能力」を導き出しました。 

 

 

 

 

 

○学びに向かう⼒   ○問題発⾒・解決⼒  ○⽣活をよりよくする⼒ 
○対⼈関係⼒     ○⼈間関係形成⼒   ○グローバル化に対応する⼒ 
○規範意識      ○他者と協働する⼒  ○主体的に計画・⾏動する⼒ 
○⽣命を⼤切にする⼒ ○新たな価値を創造する⼒  
○持続可能な社会の実現に向けた実践⼒ 
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さらに、それらの資質・能力を「４つの要素」にまとめて、「自主・自律」、「人間関係」、

「社会参画」、「未来の創造」としました。 

次の表は、多様な教育課題に対応した総合的な学習の時間のカリキュラムモデル－「カ

リキュラム市民」、「カリキュラム国際」、「カリキュラム環境」－において、児童・生徒

に「育てたい資質・能力」として設定した「４つの要素」と「12 の資質・能力」との関

連を示したものです。 

本カリキュラムモデルでは、「カリキュラム市民」、「カリキュラム国際」、「カリキュラ

ム環境」のいずれのカリキュラムでも、「４つの要素」である「自主・自律」、「人間関係」、

「社会参画」、「未来の創造」に関する資質・能力を育成することを目標に設定しています。 

 

「カリキュラム市⺠・国際・環境」において児童・⽣徒に「育てたい資質・能⼒」
要
素 

12 の資質・能⼒ 具体的な児童・⽣徒の姿 

 
⾃
主
・ 
⾃
律 

学びに向かう力 学習に対する目標をもち、意欲をもって取り組む。 

問題発見・解決力 自らが関わる事象から問題を発見し、生じた問題を解

決していく。  

生活をよりよくする力 

 

自分の生活を見つめ、工夫したり改善したりしなが

ら、生活の向上を図る。 

⼈
間
関
係 

対人関係力 相手のことを考えた言葉遣いや態度をとる。  

人間関係形成力 望ましい人間関係を築くために、他者を理解し、他者

の考えや立場を理解して行動する。 

他者と協働する力 目標を共有し、他者の立場を尊重して、力を合わせて

活動する。 

 
社
会
参
画 

規範意識 社会のルールの大切さを理解し、守る。  

主体的に計画・行動する力 社会の一員であることを自覚し、主体的に計画、行動

する。 

グローバル化に対応する力 地球規模で考えることができるように、日本や世界の

ことに関心をもち、考える。 

 
未
来
の
創
造 

生命を大切にする力 生命の尊厳に気付き、命あるものを尊重する。 

新たな価値を創造する力 

 

豊かな感性の下、多様な価値観を受け入れて融合さ

せ、新たな価値を創造する。 

持続可能な社会の実現に 

向けた実践力 

自らの課題から未来を見つめ、課題の解決につながる

新たな価値観をもって行動する。 
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資
質 
・
能
力 

⾃主・⾃律
学びに向かう⼒ 問題発⾒・解決⼒ ⽣活をよりよくする⼒

学習に対する目標をもち、意欲をもっ

て取り組む 

自らが関わる事象から問題を発見し、

生じた問題を解決していく 
自分の生活を見つめ、工夫したり改

善したりしながら、生活の向上を図る

・めあてに向けて意欲をもって取り
組むこと 

・めあてに向けて集中して最後まで
取り組むこと 

・調べてみたいことなどを見付ける
こと 

・課題の解決に向けて、課題を解決す
るための方法を考え、実行すること 

・基本的な生活習慣を身に付け、自
分の生活の改善方法を見いだし、
実践すること 

・めあてに向けて自分で考えて取り組
むこと 

・めあてに向けて集中して最後まで取 
り組むこと 

・提示された課題を基に、自分の課
題を見付けること 

・課題を解決するための方法を考
え、実行すること 

・基本的な生活習慣を身に付け、自
分の生活の改善方法を見いだし、
実践すること 

・自分でめあてを決めて、見通しを
もって取り組むこと 

・集中力や持続力を発揮して取り組
むこと 

・課題を見付けること 
・課題を解決するための方法と手順
を考え、これまでの経験を踏まえ
て実行すること 

・自分を見つめ直し、よりよい生き
方について考え、実践すること 

・自分でめあてを決めて、計画的に
最後まで取り組むこと 

・集中力や持続力を発揮して取り組む
こと 

・日常生活や社会状況から課題を見
付けること 

・課題を解決するための方法と手順
を考え、これまでの経験や様々な
情報を基に実行すること 

・望ましい生き方について考え、適
切な行為を選択し、実践すること

資
質 
・ 
能
力 

⼈間関係 
対⼈関係⼒ ⼈間関係形成⼒ 他者と協働する⼒ 

相手のことを考えた言葉遣いや態度を

とる 

望ましい人間関係を築くために、他者

を理解し、他者の考えや立場を理解し

て行動する 

目標を共有し、他者の立場を尊重し

て、力を合わせて活動する 

・気持ちのよい挨拶ができること 
・言葉遣い、動作などに心掛けて、

他者と接すること 

・他者の話をよく聞き、自分の意
見を伝え、話し合うこと 

・他者のよさを見付けること 

・目標に向けて、他者と仲よく助け
合って活動すること 

・相手の気持ちに応じて、真心をもっ
て礼儀正しい言動で接すること 

・相手がどう考えるかを意識して行動
すること 

・互いのよさを見付け、違いを認

め、話し合うこと 

・他者の気持ちを考えて行動する

こと 

・目標に向けて、他者を尊重し、協
力し合って活動をすること 

・相手の立場に立ち、時と場をわきま
えた礼儀正しい言動を行うこと 

・相手の気持ちを共感的に受け止め
て行動すること 

・互いのよさを発見し、違いを認
め、話し合うこと 

・他者とのことを考えて行動し、互い
に認め合うこと 

・目標に向けて、多様な他者の考え
や立場を理解して、他者と協力し
て行動すること 

・時と場に応じた適切な言動を行うこと 
・相手の痛みや感情を共感的に受け

止めて行動すること 

・他者との違いから互いのよさを発
見し、話し合うこと 

・他者のことを考えて行動し、互
いに認め合うこと 

・目標に向けて、多様な他者の考え
や立場を理解して、進んで他者と
協力して行動すること 

児
童
・生
徒

の
姿

小
学
１
・
２
年

小
学
３
・
４
年

小
学
５
・６
年

中
学
１
～
３
年

児
童
・生
徒

の
姿

小
学
１
・
２

 年

小
学
３
・
４
年

小
学
５
・６

 年

中
学
１
～
３

 年
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資
質 
・ 
能
力 

社会参画
規範意識 主体的に計画・⾏動する⼒ グローバル化に対応する⼒ 

児
童
・生
徒

の
姿 

社会のルールの大切さを理解し、守る 
社会の一員であることを自覚し、 

主体的に計画、行動する 

地球規模で考えることができるよう

に、日本や世界のことに関心をもち、

考える 

小
学
１
・
２
年 

・集団の約束やきまりを守ること ・集団の一員として自分のことを考
え、活動すること 

・身近な人々と触れ合うことで、郷土
への親しみをもつこと 

・郷土の自然や文化に触れ、郷土
への愛着をもって行動すること 

小
学
３
・
４
年 

・規範意識をもって法やきまりを守
ること 

・集団の約束や社会のきまりを守

・集団や地域の一員として自分のこ
とを考え、活動すること 

・我が国の伝統と文化に関心をも
ち、現在の自分との関わりを理解
すること 

・他国の人々や生活、文化に慣れ親
しんで行動すること 

小
学
５
・６
年 

・規範意識をもって法やきまりを 
守ること 

・集団や地域の一員として自分に求
められている役割を自覚し、自分
にできることを考え、活動すること

・我が国の伝統と文化を大切に思
い、継承し発展させるために努力
しようとする気持ちをもつこと 

・他国の文化を尊重する態度をもっ
て、考えを深めたり交流したりす
ること 

中
学
１
～
３
年 

・法やきまりの意義を理解し、遵守
すること 

・社会の一員として自分に求められ
ている役割を自覚し、社会の発展
に貢献するために活動すること 

・日本人としての自覚をもって我が
国の伝統や文化などのよさにつ
いて理解を深めること 

・国際的視野に立って、世界の中の
日本人としての自覚をもって行
動すること 

資
質 
・ 
能
力 

未来の創造

⽣命を⼤切にする⼒ 新たな価値を創造する⼒ 持続可能な社会の実現に
向けた実践⼒

児
童
・生
徒

の
姿 

生命の尊厳に気付き、命あるものを尊

重する 

豊かな感性の下、多様な価値観を受

け入れて融合させ、新たな価値を創造

する 

自らの課題から未来を見つめ、課題

の解決につながる新たな価値観をも

って行動する 

小
学
１
・２
年

・生命を大切にする心をもつこと 
・身近な自然に親しみをもち、動植
物に優しい気持ちで接すること 

・興味をもって新しいものをつくり
出す活動をすること 

・様々な体験を通して得た気持ちの
変化を、生活の中に生かすこと 

小
学
３
・
４
年 

・生命の尊さを感じ取り、命あるも 
のを大切にすること 

・自然の素晴らしさや不思議さに感 
動し、自然や動植物を大切にする 
こと 

・興味や関心をもって、習得した
知識を生かしながら新しいものを
つくり出す活動をすること 

・身近な生活体験や自然体験を通し
て、自分の考えをもち課題解決に
向けて行動すること 

小
学
５
・６
年 

・生命のかけがえのなさに気付き、 
生命あるものを慈しみ、畏れ、敬 
い、尊び、環境保全に寄与すること 

・興味や関心、意欲をもって、習
得した知識や技能を生かしなが
ら、他と協働した新たなものを見
いだす活動をすること 

・身近な地域や社会で起きている問
題に対して自分の考えをもち、
自分なりに何ができるかを考え、
実践すること 

中
学
１
～
３
年 

・興味や関心、意欲をもって、独
創的で知的な活動を行い、新たな
価値を見いだすこと 

・身近な地域や社会で起きている問
題を自分の生活と関連付けて捉え、
自分に何ができるかを考え、実践
すること 

り、公徳心をもつこと 

・生命の尊さを理解し、かけがえの 
ない自他を含め、生命ある全ての 
ものを尊重し、環境保全に寄与す 
ること 
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【問いをもつ】 
課題･目標･計画を立てる 見付ける 予想する 設定する 課題を把握する 等 

【調べる】 
測定する 収集する 選択する 調査する 分類する 分析する 比較する 

整理する 取材する 見学する 意見･要望を聞く 調べたことをまとめる 等 

【話し合う】 
話し合う 分担を決める 検討する 共有する 合意する 主張する 相談する

討論する 助言する 折り合いを付ける 考えを相手に伝える 相手の話を聞く 

練り上げる 等             

【発信する】 
考えを書く 報告する  発表する  説明する 伝える 紹介する 等 

【実践する】 
解決する 修正する 活動する 体験する 視聴する 交流する 等 

【振り返る】 
気付く 改善する 自覚する  高める 確かにする 自己評価する 修正する 

他者評価する 等 

（3）単元の指導計画における学習活動及び学習過程の設定 

「カリキュラム市民」、「カリキュラム国際」、「カリキュラム環境」の単元の指導計画

を構想する際に、児童・生徒に「育てたい資質・能力－４つの要素と 12 の資質・能力－」

を育成するための学習活動及び学習過程を設定しました。 

 
【①資質・能⼒を育成するための学習活動】 
「育てたい資質・能力」を育成することを意図して、「問いをもつ」、「調べる」、「話

し合う」、「実践する」、「発信する」、「振り返る」の 6 つの「学習活動群」を設定しま

した。 
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【②学習過程】 
学習過程は、児童・生徒の課題追究の過程であり、思考の展開の過程に対応してい

るため一様ではありません。本カリキュラムモデルにおける、総合的な学習の時間の

学習過程は、【課題の設定】→【情報の収集】→【整理・分析】→【まとめ、表現】

という探究的な学習過程を基本にしています。 

また、この学習過程に、児童・生徒に「育てたい資質・能力」を育成することをね

らいとした学習活動を位置付けるために、次のような３つの代表的な学習過程を構築

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
①【問いをもつ】→ ②【調べる】→ ③【実践する】【発信する】→ ④【振り返る】

 
 
 
① いくつかの解
決方法から、最後
に自分で選択が
できるような課
題を設定する。 

② 意思決定の
ために必要と
なる確かな情
報を調べる。 

④ 自分ならどの
ように考えるか、
どのようにする
か考えた上で意
思決定し、それを
表現する。 

③ 自分でできる
ことを考えさせ、
調べたことを伝
えたり実践した
りする。 

 

 

①【問いをもつ】→ ②【調べる】→ ③【振り返る】→ ④【実践する】【発信する】
 
 
 

① 地域の様子

やその未来像

等から、課題

を設定する。 

② 課題の特色（ど

のような）、原因

（なぜ）、過程（ど

のように）、比較

（違いは）などを

追究することで、

課題の背景を考え

る視点を複数もて

るようにする。 

③ 情報の組

み合わせか

ら考えられ

ること、自分

が選択した

いことなど

を振り返る。

④ 課題解決として、

自分ができること

を実践したり、家庭

や地域に発信した

りする。 

◆自分の身近な社会の未来と直結したことを具体的に考え、実践できるようになる 

ことをねらいとした過程 

 
 
①【問いをもつ】   →     ②【調べる】     →  ③【話し合う】 

 
 
 

 
 
 

① 議論の分かれる問
題や、学級の取組や
地域との関わり方を
決めるなどの課題を
設定する。 

② 合意形成のために、様々な立場

の人へインタビュー活動をした

り、資料を活用して調べたりする。

協働的なグループ調査を行う。 

③ 集団の中で、そ
れぞれの考えを表
現した上で、話し
合い、合意形成する｡

◆集団における合意形成ができるようになることをねらいとした過程 

◆自己の意思決定・意思表示ができるようになることをねらいとした過程 
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【③「育てたい資質・能⼒」の育成を図る単元の指導計画の作成⼿順】
本カリキュラムモデルは、これからの社会の中でたくましく生き抜く力の基盤となる資

質・能力－「４つの要素」と「12の資質・能力」－を育成することを一つの特長としています。 

ここでは、「カリキュラム環境」の第４学年「ごみの減量化プロジェクトをしよう」を例

に、「育てたい資質・能力」の育成を図る単元の指導計画の作成手順を示します。 

  【手順１】資質・能力の設定 

ア 単元の目標を分析して、36・37

頁に示した児童・生徒に「育てた

い資質・能力」を設定します。 

イ 設定した「育てたい資質・能力」

の趣旨を踏まえ、単元の教材や指

導内容と関連させて、単元で児

童・生徒に「育てたい資質・能力」

の具体の評価規準を設定します。

【手順２】学習過程の設定 

ア 児童・生徒に「育てたい資質・

能力」を育成するための「学習

過程」を決定します。 

イ 例えば、児童・生徒が未来に向

けて自分の在り方を具体的に考

え、実践できるようになることを

ねらいとした単元の場合は、「自

分の身近な社会の未来と直結し

たことを具体的に考え、実践で

きるようになることをねらいと

した過程」を選択します。 

【学習過程】   【学習活動】 

①【問いをもつ】

②【調べる】

課題を把握する 

学習計画を⽴てる 

【手順３】学習活動の設定 

ア 「学習過程」にモデルとして

位置付けられている「学習活動」

を参考にして、児童・生徒に「育

てたい資質・能力」を育成する

ための具体的な「学習活動」を

設定します。 

イ 例えば、【問いをもつ】につい

ては、「課題を把握する」、「学

習計画を立てる」といった活動を

設定します。 

③【振り返る】

④【実践する】
【発信する】

調査する 

結果を分析・整理する 

⾒学する 

取材する 

⾃覚する 

気付く 

【「育てたい資質・能力」の趣旨】  【単元で育てたい資質・能力の評価規準】

｢主体的に計画・⾏動
 する⼒」 
・集団や地域の⼀員と

して⾃分のことを考
え、活動すること

「持続可能な社会の実
現に向けた実践⼒」 

・⾝近な⽣活体験や⾃
然体験を通して、⾃分
の考えをもち課題解決
に向けて⾏動すること 

・ごみに関する環境問題 
について調べたことか 
ら、地域の⼀員として、
ごみの減量化のために 
⾃分にできる取組を考 
え、継続してできるよ 
うに計画して取り組む。

第４学年「ごみの減量化プロジェクトをしよう」(環境) 

調べたことをまとめる 

交流する 

発表する 

考えを書く 

・自分で決めたごみの減
量化に向けた取組の報
告を行い、環境の保全に
向けた活動を実践する。
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【④単元の指導計画例】

時間 主な学習活動・内容 

育てたい資質・能力 
◇自主・自立 
◆人間関係 
□社会参画
■未来の創造
★評価 

指導上の留意点 

１次 

(３) 

問

い

を

も

つ 

【ごみの埋め⽴て地の課題を調べる】 
○社会科でごみの処理について学習したこ

とを振り返り、興味・関心のあることを話

し合う。(1) 

・ごみの廃棄量  ・ごみの廃棄の影響 

・ごみを減量化する工夫や努力 等 

○東京湾の埋め立て地の状況を調べる。(1)

・埋め立て地の広がり 

・廃棄物処理の限界 

〇ごみの減量化のために、自分が取り組む課

題を決め、調べる。(1) 

・ごみを減量化する取組 

◇問題発見・解決力

★ごみの廃棄に

関する状況か

ら、ごみの減量

化に向けての

自分の課題を

見付けている。

・社会科のごみ処理 

についての学習の

まとめに書いた学

習感想を提示して

興味・関心がもて 

るようにする。 

・埋め立て地の状況 

が分かるＤＶＤを

視聴して問題意識

を高めるようにする。

２次 

(５) 

調

べ

る 

【ごみの減量化に向けた取組を調べる】 
○ごみを減量化するための家庭、行政、企業

の取組について調べる計画を立てる。(2) 

○ごみを減量化するための家庭、行政、企業

の取組について調べる。(3)

・家庭…ごみの分別の実行 

リデュース、リユース、リサイクルと

いった取組 

・行政…資源回収作業、回収ステーションの

設置、啓発活動 

・企業…包装の縮減、回収ステーションの設

置、エコポイントの発行 

◇問題発見・解決力

★ごみを減量化

する取組につ

いて取材や調

査をして追究

している。 

◆人間関係形成力

★友達の考えのよ

さを認め協力し

ながら、追究し

た内容を共有し

ている。 

・同じ課題に取り組 

んでいる児童でグ

ループをつくり、 

計画を立てるよう

にする。 

企業がどのような

取組をしているか

取材ができるよう

に、あらかじめ連 

３次 

(６) 

振

り

返

る 

実

践

す

る 

発

信

す

る 

【ごみの減量化に向けたプロジェクトをする】
○ごみを減量化するためのプロジェクトの

活動計画を立てる。(1) 

○ごみを減量化するためのプロジェクトに取

り組む。(3)

・リデュース、リユース、リサイクルを家庭

護者に手紙を書く。 

・家庭にゴミの分別を呼び掛ける。 等 

【ごみの減量化プロジェクト発表会をする】 
○実際に取り組んだ活動を全校児童に向けて

発表する準備をする。(1) 

・家庭や地域でできる減量化の取組 等

※全校朝会や児童集会において発表をする。

○地域の一員として取組への意見文を書く。(1)

□主体的に計画・

行動する力

★地域の一員と

して、ごみの減

量化に向けて

自分にできる

ことを考え、取

り組んでいる。

■持続可能な社会の

実現に向けた実践力

★自分が決めた

ごみの減量化

の取組を実践

しようとして

いる。 

・家庭や地域でもご 
みの減量化に協力
してもらうための
取組を進めるため
に、ＰＴＡや地域 
の自治会と連携を
取るようにする。 

・全校朝会や児童集 

ポスターなどを掲 
示したりして、全校 
児童に伝えるよう 
に助言する。 

・発表会では、伝え 
る相手を意識して
発表内容や方法を
考えるように助言
する。 

第４学年「ごみの減量化プロジェクトをしよう」(14 時間扱い) 

・実際に家庭、行政、

携を取るようにする。

に呼びかけるポスターを作る。 

・地域に古紙回収を呼び掛けるポスターを作る。

・買い物にはマイバックを持参するように保
会で呼び掛けたり、
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���関�
「��と��す�力」 

・������の��を��
して、�いに�力し��て
��を��た�、�し��
た�しな�ら��を��
�とと�に、��した��
����の��を�いに
���う。 

��主・��
「�題��・��力」 

「学�に�かう力」 

・��で生�������の
�を�いて、�国の生�や
��に��・関�を�つと
と�に、��の国�の生�
や��について��、��
����にまと��。 

�����
「������に��す�力」

・��の国�の生�や��の 
様�を��、������ 
にまと��学習��を�し 
て、�本の生�や��との 
�いについて�え、��国
の�����の関�を���。

� ��の�� 

２ ������������ 

� ������な�����の�� 

国際教育 ・��の国�の生�や��についての������を���とで、多様
な��の生�や��、習�、���についての��や��を��、そ
���の国の生�や��について��す���を�う。 

�本の��・����教育 ・������を��した�、�いに���た�す��とで、��の国�
の生�や��と�国の生�や��との関��について��を���。

・��の国�の生�や��を��し、�本との�いを�え��とで、そ
�らを育�で�た��や�本を��に�う���を育て�。

���教育 ・���ュ��の�������能等を��て、��の国�の生�や�
�についての��を����とで、�����を��に���す�資
質や能力を育て�。

� ��の国�の生�や��を��す�������の��を�して、�国の��の生�や��に�
��し�とと�に、国際��に生���本�としての��や��を���。 

� ������を��す�という��に�けて、��学習を�して、��を��し�力し��て�
�す��と�で��。 

・�示��た課題を�に、�
�の課題を�付け��と 

・課題を��す�た�の��
を�え、��す��と

・��に�けて、��を��
し、�力し��て��を
す��と 

・��国の��と��に関�
を��、��の��との関
��を��す��と 

・�国の��や生�、��に
���し�で��す��と

��学� 総合的な学習の時間
���の��の�活����������������4 時間�

�学�

�  
学� �� �� �� �� �� ��

� 

学 

�

�

� 

�

�

� 

学 

�

�

２

� 

�カリキュラム���

��本の��・����教育�国際教育����教育

�国際教育 
��本の��・����教育   
���に関す�教育　など 

題�とす�主な教育課題

�国際教育�環境教育   

�国際教育��本の��・����教育����教育

�国�「��」(3)   ���「���の��を��た��国の��」 (6) 

   ���「��国の����」(1) ���「国際���国際��」「����」「����������」(3)

 ��国���「��の��な�����」� (4) 

�国�「��な��の����」(10) ���「����の��と環境」(7)
��学「���ュ��の��」(1)  ���「�本の����の��」(4)
���「��国の��的な��」「��国���の����」(6)
������「����す���」(4) ���「国際���国際��」(1)

�国�「��を��」(9) ���「国際��とのかか��」「����と��の��の��」(10)
��学「�本��の��」 (2)  ���「�本の��的な��」(6)
���「��国の��的な��」「��国���の����」(5)
���「国際���国際��」(1) 

(9)

(20)

(22)

本章の 44頁からは、開発した総合的な学習の時間のカリキュラムモデル－「カリキュ

ラム市民」、「カリキュラム国際」、「カリキュラム環境」－の年間指導計画例と単元の

指導計画例を掲載しています。 

総合的な学習の時間のカリキュラムモデルの活用

２ 

★「カリキュラム市民」、「カリキュラム国
際」、「カリキュラム環境」ごとに、〈主題〉
を踏まえて、多様な教育課題を、どの学
年で、どの時期に、どの教科等で扱うか
について示しています。 

★本単元で扱う主な教育課題
の趣旨やねらいを学習内容
と関連付けて具体的に示し
ています。

★本単元で、児童・生徒に「育
てたい資質・能力」を示し
ています。 

★単元名とその単元の配当授
　業時数を示しています。 

２ 
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 4

( )

【�本と��の��の生����を��る】
����や���の������る教���
���の���に�いての�を��、��
たい�とや��たい�とを考�る。��� 

・��の���や����の�いに�いて 
・��の���や��の�い�に�いて 
・��に応�た��に�いて 
・��の�さや��に�いて 
��ル�����たい�や���に�いて�
し合い、��る計画を�てる���

・��� ・��や�習 
・�� ・�� � 

�����ル化に
対応する�

���の��の�
�や�化を��
し、�本との�
いに�いて考
�、���の�
�や�化�の�
�を�めている。 

・��に��の��
と����る��
に、��の���
に�いて��する。

・���の��は�
�の��・��を
�にする�、��
さ�たい����
�����にする。

( )

【��の��の生����を��る】
����に�って��の��の��や�化を
��る。��� 

・���  ・��や�習 
・�� ・�� � 
���した��を�ル�����し、���

���作�の計画を�てる。���
・�や���を�めた�� 
・��た�� 
・�����て��った�とや考�た�と 

���と��する�
��いに��して

��を�めた�、
�し合った�し
て、�����
�作�の計

・��る��に�い
て����をさ�、
課題��を��に
�た�る��にする。 

・��た�とは��
しを��な���
とめる��に��
する。 

( )

【������を�る】 
������する�に、�の�の��や�化
を��する�とを��して、������
を作成する。��� 

・図や��を��て、��的に�の�の�さ
を��る。 

・��しや����を��する。 
・������たい��を��る。� 

��題��・���
���には様�な
�や�なる��
や�化��る�
とに���、��
�を��しな�
�������

・������の�
�を��に考�さ
�て��、作成す

( )

【������を��し合い、��の学習を
���る】 

�お�いの������を��し合い、��
った�とを��合�。��� 

・��の��に�した��をしている。 
・��的な��を��にしている。 
・��に�����る。 
�学習を����、作�を�く����
・実際に��の��を��して、��や�化
を��したいと�った。 

・�本の��や�化と�ている�、�なる�
��く��った。 

・��や�化を��にしている��の�い�
���、����本の��や�化を��に
してい�たい。 

�����ル化に
対応する�

�������を
�合���を�
して、��の�
�や�化�の�
�を�め、�本
との�いに�い
て考�る�と
�、���の�
�や�化�の�
�を�めている。

・�����た��
との���や��
�を��しな��
������の�
�を��る��に
指�する。 

・��の��や�化
を��する���
とと�に、�本の
��や�化に��
���てる��に
��する。 

10  11  12  

���教育����教育  

��本の��・����教育���教育����教育   

��本の��・����教育����������教育����教育  

���教育��本の��・����教育����教育

 
����と�生で�る資質・能力を育�する。  
���を��する能力を育�する。  
����������能力を育�する。

���教育��本の��・����教育   

�������の��や���(1)���や��の���(3) 

�����い��と�のく�し���化�・年����(10)  

�������の��を�めた���の���(5) 

�������(2)  

������の��に�くした��の��的���(2)

�������の��を�めた���の���(7)

�����際��・�際���(1) 

�������(1) �������の���(20)

�������の��を�めた���の���(6) �図�����の��作��(1)

�����際��・�際���(1) 

���������の様�な��や�・����(4)

������を������な��を�て、考�を�とめる�(12)

�������の��的な�������や��の�����(5)

�����本の��的な�������デ��の���(3) 

�����際��・�際���(1) 

�����際��との����������と��の��の��� (9)  

���・�����に�する���(11) 

�����際��・�際���(1) 

(19)

(14)

(10)

(13)

(18)

�����の教育課題は、���各教��の学習��を�して指導してお�、�の��を��の【��】の�に�した。
【選択】の�には、各学校�特色�る教育��として、総合的な学習の時間に����て指導��る��に、単元の
指導計画����を�した。なお、本カリキュラムモデル�は、��の教育課題と教��の指導を��に����て、
��的な指導���る��、���を�な�ための��題�を��た。

各学校においては、多様な教育課題に対応した教育課程の編成・実施に当たって、学校

の特色化を図るために、【学校選択】として総合的な学習の時間の年間指導計画や単元の

指導計画を作成する際に、本カリキュラムモデルを参考にしてください。 

★上段には、【学校必修】とし
て扱っている各教科等の内
容例とその配当授業時数例
を示しています。 

★下段には、【学校選択】とし
て扱う総合的な学習の時間
の単元名とその単元の配当
授業時数を示しています。

★本単元の「学習過程」を
示しています。 

★本単元で、児童・生徒に
「育てたい資質・能力」
の具体の評価規準を示
しています。 
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